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この調査は、車道における自転車と自動車の交通事故に焦点を当て、特に主要交差点での事故

に焦点を当てている。これらの地点は、様々な分析から重大事故のリスクが高い。このプロジェ

クトは、開発された協調型自転車シミュレータ(CCS)を用いた交通衝突実験を通じて、重大事故の

減少に貢献する安全対策を提案し、道路交通システムの設計段階に反映されるべき持続可能な安

全対策を漸進的に改善することを目的としている。 

１．研究の背景・目的 

 本研究では、車道上自転車と自動車の交通事故に着目し、とくに重大事故に至りやすい夜間や

単路、坂道、大規模交差点等での交通コンフリクト状態を個別開発されてきたツールと連携し、

サイクルシミュレータ（CS）上で再現・実験することにより、高い安全性を発揮できる事故対策

案の提案と、道路交通システムの設計段階に反映すべき持続可能な安全を段階的に高める方策の

提案を目的として行うものである。 

２．研究内容 

 以下の 5つの項目について研究を行う。 

1）ドライブレコーダ、事故データ分析による車道上自転車事故の類型化と特性分析 

 SIP マクロ分析結果、タクシー搭載ドライブレコーダデータによるヒヤリハット事象の詳細分

析、全国の事故データを活用して重大事故の特徴を明らかにする。また、実交差点における観測

調査と動画解析手法により、危険な錯綜パターンの類型化を行う。 

2）モバイルプローブ自転車（MPB）を用いた自転車走行環境と利用者挙動との関連分析 

 自転車に Lidar センサーを搭載し、道路単路区間における自転車追越時の自動車挙動検証を行

うと共に、交差点左折車の衝突余裕時間 TTC の直接観測を試み、どのような条件で危険な錯綜と

なるのかを交差点条件と車両挙動の関係性とともに明らかにする。 

3）協調型ドライビングシミュレータ（DS）を使用した協調行動実験 

 投影/ヘッドマウントタイプの協調型シミュレータを構築し、交差点条件の違いによる錯綜危険

度への影響を客観・主観評価の両面から明らかにする。また、仮想実験コースの作成とオープン

化のために、実都市データに基づいた 3次元仮想空間 DS・CS環境の構築を行い、Protected型交

差点や自転車専用信号を加えて、仮想空間において実験ができるようにする。 

4）協調型サイクルシミュレータ（CCS）システムによる交通コンフリクト実験 

 衝突等の危険な錯綜を含む実験を安全に行うことができる協調型サイクリングシミュレータを

用いて仮想空間上で再現実験行い、交通安全対策や自転車走行への影響の観点から評価を行う。 

5）実験に基づいた車道上の自転車の安全改善策と持続可能な安全向上策の検討 

 大規模信号交差点及び単路・トンネル区間における調査・分析・実験結果を比較・整理するこ

とで、道路構造、交通条件、設計要素にわけて自転車の安全改善策の提案を行う。 

３．研究成果 

・ SIPマクロ分析とタクシー搭載ドライブレコーダデータによるヒヤリハット事象の詳細分析に

より、出会い頭、左折時、追突、単独路外逸脱の類型を抽出できた。また、信号交差点におい

ては自動車左折時のブラインドスポット関連事故が課題であることがわかった。実態調査で

は、左折車の特徴や自転車通行パターンによる錯綜危険度評価を行うことが出来た。 

・ Lidarセンサーを搭載したプローブ自転車を使って、自転車視点からの衝突余裕時間の直接観

測が可能であることがわかり、交差点隅角部のブラインドスポットにおける TTC算出上の制約

条件についても整理することが出来た。 

・ 協調型ドライビングシミュレータ（DS）を使用した協調行動実験では、複数のシミュレータ性

能の違いを検証し、協調行動の実験により運転行動の変化が衝突余裕時間に与える影響につい
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ても検証を行った。また、オープンデータを活用した、実都市データに基づいた 3次元仮想空

間における DS及び CS環境を構築し、基礎的な実験ができることも検証した。 

・ DSと CSを接続した協調型サイクルシミュレータを構築し、自動車と自転車の交通錯綜（コン

フリクト）現象を緩和するための交通安全対策として、交差点の隅角部などの諸条件の変更に

よる影響をシミュレータ実験により明らかにした。 

・ 事故分析や観測調査に加え、シミュレータによる実験結果を整理することで、危険な錯綜が起

きづらい持続可能な安全向上策を、道路構造、交通条件別の設計要素として提案をおこなった。 
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５．今後の展望 

 本研究の成果は、交差点設計などの関連するガイドラインや手引などに反映することを想定し

ている。また、事故対策の立案過程において、どのような安全対策を組み合わせて選定すること

で安全効果を期待出来るのかを仮想空間を使って説明する際にも活用されることが期待される。 

６．道路政策の質の向上への寄与 

 交通安全対策に関わる道路政策においては、主に対策を実際に導入する前に、詳細な事前検討

を容易に行えることにつながることから、よりきめ細かな対策効果の実現と説明力向上を通じて、

道路政策への質の向上に寄与することが期待される。 
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